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すま
秋
季
大
祭
最
終
日
の
十
月
三
日
午
後
六
時
よ
り
、
当
大
社
で
は
沖

た
か
み
や
さ
い
じ
ょ
う

て5
ノ
島
と
並
び
最
も
神
聖
な
場
所
で
あ
る
「
高
宮
祭
場
」
で
、
か
つ

T
て
の
『
八
女
神
事
』
を
ち
ょ
う
ど
六
三0
年
振
り
に
『
高
宮
神

レ3
奈
備
祭
』
と
し
て
再
興
。
当
大
社
神
島
宮
司
以
下
神
職
、
太
宰
府

汎
天
満
宮
神
職
・
巫
女
、
氏
子
青
年
会
の
総
勢
五
十
一
名
が
奉
仕
し
、

f‘ 

リ
参
列
席
を
溢
れ
る
程
の
約
三0
0
人
の
人
々
が
参
列
し
、
盛
大
裡
に

なと
斎
行
さ
れ
た
。

暮匹
こ
の
祭
典
は
、
一
日
の
「
み
あ
れ
祭
」
で
お
迎
え
し
た
宗
像
三

ょ
神
に
、
秋
季
大
祭
の
無
事
斎
行
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
霊

ぅち即
力
を
戴
か
れ
た
三
神
の
神
威
の
無
窮
を
祈
念
す
る
祭
典
。

奏
当
大
社
で
は
、
永
年
神
道
の
原
点
を
伝
承
す
る
高
宮
で
の
祭
祀
復

上詞祝
活
を
願
っ
て
き
た
が
、
今
春
の
宗
像
市
・
大
島
村
の
合
併
に
よ
り
、

の訊
宗
像
三
宮
（
沖
・
中
・
辺
津
宮
）
が
宗
像
市
へ
、
そ
し
て
「
宗
像

見
大
社
氏
子
青
年
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
」
の
結
成
（
今
春
三
月
二

祭
十
七
日
）
に
よ
る
地
域
住
民
の
協
力
体
制
も
整
い
復
興
さ
れ
た
。

全備奈
高
宮
で
の
祭
事
は
「
八
女
神
事
」
と
し
て
、
応
安
六
年
(
-
三

神麒
七
五
）
に
当
時
の
禰
宜
致
廣
が
年
中
祭
事
を
記
録
し
た
『
応
安
神

ゃ
ド
と
め

振
り
に
『
八
女
神
事
を
再
興

祭
を
締
め
括
る
祭
典
と
し
て

高
宮
神
奈
備
祭
斎

L 

手T

宗

I I 月祭事暦

01 日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
月命日祭

午前 1 1 時～
総社祭
浦安舞奉奏

015日月次祭
午前10時～
総社祭並びに七五三祭
総社祭終了後、引き続き

高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社巡拝

03日
午前11 時～

023 日
午前11 時～

明治祭

新嘗祭

宇
治
橋
を
渡
り
、
玉
砂
利
の
参
道
を

進
む
、
ザ
ッ
、
ザ
ッ
と
い
う
音
と
感
触
で

足
元
か
ら
祓
い
清
め
ら
れ
る
。
途
中
、
五

十
鈴
川
の
清
流
で
手
を
清
め
、
さ
ら
に

参
道
を
進
む
と
、
深
い
森
、
高
く
齊
え
た

千
年
杉
の
霊
気
に
よ
り
清
め
ら
れ
清
々

し
い
気
持
ち
で
御
正
宮
に
参
拝
が
出
来

る
。
伊
勢
神
宮
に
参
拝
毎
に
思
い
、
日
本

人
を
意
識
す
る
▼
古
代
よ
り
日
本
人
は
、

に
ざ
み
た
土
さ
さ
み
た
よ
あ
ら
み
た
よ
く
し
み
た
土

神
霊
に
和
魂
·
幸
魂
・
荒
魂
·
奇
魂
の
「
四

魂
」
を
感
じ
て
き
た
。
勇
猛
・
進
取
な
魂

の
働
き
を
荒
魂
と
感
じ
、
平
安
·
柔
和
な

作
用
を
和
魂
と
、
更
に
和
魂
が
不
思
議

な
働
き
を
す
る
場
合
を
奇
魂
、
幸
福
を

も
た
ら
す
働
き
を
す
る
場
合
を
幸
魂
と

感
じ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
▼
皇
大
神
宮

（
内
宮
）
に
は
、
天
照
大
御
神
の
四
魂
が

調
和
統
一
さ
れ
た
即
攀
と
し
て
祀
ら

れ
、
別
宮
・
荒
祭
宮
に
は
、
そ
の
荒
魂
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）

に
は
豊
受
大
神
の
直
霊
が
、
別
宮
・
多
賀

宮
に
は
、
そ
の
荒
魂
が
畏
み
祀
ら
れ
て

い
る
▼
人
間
に
は
、
五
感
が
あ
る
。
目
·

耳
鼻
・
舌
皮
内
か
ら
感
じ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
視
覚
・
聴
覚
·
嗅
覚
·
味
覚
・

触
覚
の
調
和
を
は
か
り
、
魂
を
研
ぎ
澄

ま
す
事
に
よ
っ
て
第
六
感
を
働
か
す
事

が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
▼
五

百
年
ほ
ど
前
に
確
立
さ
れ
た
「
香
道
」
に

は
「
聞
香
」
、
香
り
を
聞
く
、
と
あ
る
。
深

み
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。
(
H
.
W
)神具・装束

令井 冷
7
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事
次
第
』
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
一

そ
れ
以
後
は
南
北
朝
の
願
乱
の
中
で
消
一

滅
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
一

今
回
は
祭
事
の
詳
細
ま
で
記
し
た
こ
一

の
記
録
を
中
心
に
、
『
吉
野
期
神
事
目
一

録
』
『
正
平
年
中
行
事
』
『
鎌
倉
期
一

御
供
下
行
事
次
第
』
『
宗
像
大
菩
薩
一

縁
起
』
と
そ
れ
以
前
の
史
料
も
参
考
に
、
一

氏
子
青
年
会
と
協
力
し
復
興
に
あ
た
っ
―

分
か
っ
て
い
る
の
は
、
①
神

歌
（
古
歌
）
を
一
同
で
奉
唱

し
た
こ
と
、
②
巫
女
が
舞
を
奉

奏
し
た
こ
と
、
③
「
あ
お
つ
み

の
餅
」
を
お
供
え
し
た
こ
と
、

④
旧
暦
の
十
二
月
二
十
五
日
に

斎
行
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

①
の
神
歌
は
歌
詞
も
記
録
に

あ
り
、
こ
れ
は

神
職
・
氏
子
青

年
会
で
奉
唱
、

②
の
舞
は
記
録

が
な
い
た
め
、

こ
の
祭
事
に
相

応
し
い
「
悠
久

の
舞
」
と
し
た
。

③
の
「
あ
お
つ

み
の
餅
」
も
名

称
の
み
で
全
く

分
か
ら
な
く
、

國
學
院
大
學
の

加
瀬
直
弥
氏
に
御
相
談

し
、
時
代
考
証
の
結
果

小
判
型
で
楕
円
形
の
餅

に
な
っ
た
。
④
年
末
に

五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る

意
と
い
う
こ
と
で
秋
季

大
祭
に
斎
行
と
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十

お
ん
な
が
て
の
し
ん
じ

七
年
「
御
長
手
神
事
」

こ
。t
 

当
日
の
舞
は
太
宰
府
天
満
宮
に
助
成

ー
が
み
あ
れ
祭
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
よ
ー

一
う
に
、
こ
の
「
八
女
神
事
」
も
神
島
一

一
宮
司
に
よ
り
高
宮
神
奈
備
祭
と
い
う
名
一

一
が
冠
さ
れ
た
。
「
神
奈
備
」
と
は
、
一

一
神
々
の
降
り
て
く
る
山
や
杜
を
意
味
し
、
一

ー
ま
さ
に
宗
像
三
神
が
降
り
た
っ
た
宗
像
一

ー
山
の
高
宮
に
相
応
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
一

ー
な
っ
た
。

良
か
っ
た

い
た
だ
き
、
同
宮
神
職
・
一
「
感
激
し
た
」
「
来
年
も
し
た
い
」

巫
女
十
三
名
に
御
奉
仕
ー
と
の
声
が
し
き
り
に
聞
こ
え
、
祭
典
後

い
た
だ
き
、
三
十
三
名
ー
の
直
会
で
は
早
く
も
来
年
へ
向
け
て
の

の
氏
子
青
年
会
員
も
雑
一
話
題
に
花
が
咲
い
た
。

色
に
風
折
烏
帽
子
、
た
一
今
後
、
限
ら
れ
た
高
宮
祭
場
の
ス
ペ

つ
け
袴
を
着
装
し
御
奉
ー
ー
ス
に
参
拝
者
を
ど
う
受
け
入
れ
る
か

仕
い
た
だ
い
た
。
一
等
、
課
題
は
残
る
が
、
沖
ノ
島
を
中
心

祭
典
開
始
の
一
時
間
ー
と
す
る
世
界
遺
産
登
録
運
動
へ
の
意
義

前
の
午
後
五
時
に
は
す
一
付
け
と
、
沖
ノ
島
に
代
表
さ
れ
る
古
代

で
に
多
く
の
参
拝
者
が
一
祭
祀
復
興
を
担
い
、
来
年
度
も
同
日
に

詰
め
掛
け
、
あ
っ
と
い
一
斎
行
す
る
予
定
。

う
間
に
イ
ス
席

は
満
席
と
な
り
、

情
報
を
聞
き
っ

け
た
プ
レ
ス
関

係
者
に
、
ア
マ

チ
ュ
ア
写
真
家

が
撮
影
ポ
イ
ン

ト
を
取
り
合
い
、

祭
典
開
始
時
に

高
宮
は
人
の
入

る
隙
間
の
無
い

程
の
状
態
で
あ
っ
た
。

お
年
寄
り
を
含
め
、
多
く
の

参
拝
者
に
立
ち
見
で
参
拝
い
た

だ
い
た
が
、
浄
闇
の
高
宮
で
行

わ
れ
た
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
、

一
同
で
の
古
歌
の
奉
唱
、
悠
久

の
舞
と
、
一
同
感
激
し
た
様
子

で
あ
っ
た
。

奉
仕
者
も
「
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九
月
十
七
日
「
沖
津
宮
神
迎
え
神
事
」
斎
行

沖
津
宮
（
沖
ノ
島
）
の
御
神
璽
を
中
律
宮
へ
奉
安

九
月
十
六
日
、
神
島
宮
司
以
下
神
職
四
ー
沖
津
宮
御
神
璽
を
無
事
中
津
宮
本
殿
に
奉
一

名
が
大
島
に
渡
島
。
参
籠
後
の
翌
十
七
日
ー
安
し
た
。

早
朝
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
関
係
者
に
、
一
沖
津
宮
神
迎
え
神
事
奉
仕
船
（
敬
称
略
）
一

沖
ノ
島
仲
間
ら
一
行
は
、
沖
ノ
島
へ
渡
島
。
ー
■
御
座
船
海
栄
丸

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
海
上
は
穏
や
か
で
、
一
（
宗
像
漁
協
所
属
中
村
隆
）
一

l
_
-
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ヽ
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海
上
神
幸
「
み
あ
れ
祭
」
＿
戻
っ
た
よ
う
に
朝
か
ら
気
温
が
上
昇
し
た
一

本
年
よ
り
、
一
十
月
一
日
午
前
八
時
三

0
分
、
ま
ず
中
津
一

．
蟄
台
奉
仕
者
は
黄
色
の
雑
色
を
着
装
一
宮
（
大
島
）
で
出
御
祭
が
斎
行
。
終
了
一

・
辺
津
宮
の
御
神
輿
も
御
座
船
に
乗
リ
、
一
後
、
大
島
小
学
校
鼓
笛
隊
の
演
奏
に
併
せ
、
一

長
女
·
次
女
神
を
お
出
迎
ヘ
ー
沖
・
中
両
宮
の
御
神
璽
を
奉
安
し
た
神
輿
一

眩
し
い
ほ
ど
の
快
晴
と
な
り
、
残
暑
の
ー
が
大
島
港
ま
で
御
神
幸
。
一

秋
季
大
祭
斎
行

港
の
内
外
に
は
、
宗
像
七
浦
か
ら
参
集
し
た

漁
船
約
四0
0
隻
が
、
『
波
切
り
御
幣
』

『
紅
白
の
吹
流
し
』
『
大
漁
旗
』
で
飾

り
待
機
す
る
中
、
沖
・
中
両
宮
の
神
輿
が

御
座
船
に
遥
さ
れ
る
と
、
午
前
九
時
三
〇

分
合
図
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
全
船
出

港
。

―
一
方
そ
の
頃
、
宗
像
市
田
島
の
辺
津
宮
―
況
で
あ
っ
た
。

ー
で
も
午
前
九
時
に
出
御
祭
が
斎
行
さ
れ
、
一
本
年
よ
り
辺
津
宮
の
神
輿
も
、
宮
司
ら

一
辺
津
宮
御
神
璽
が
沖
・
中
両
宮
の
御
神
璽
ー
と
共
に
神
湊
港
か
ら
出
港
し
、
沖
・
中
津

ー
の
到
着
す
る
神
湊
港
へ
と
出
御
さ
れ
た
。
一
宮
の
神
輿
を
出
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
神

ー
大
船
団
は
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
空
の
下
一
湊
港
沖
で
三
宮
の
御
座
船
は
停
船
。
供
奉

ー
を
順
調
に
海
上
神
幸
。
空
に
は
取
材
の
ヘ
ー
し
て
き
た
各
船
は
、
順
次
三
宮
の
御
座
船

ー
リ
コ
プ
タ
ー
が
舞
い
、
玄
界
灘
を
勇
壮
に
ー
を
一
周
し
各
港
へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
。

二
隻
の
先
祁
船
を
先
頭
に
、
二
隻
の
御
一
進
ん
だ
。
一
そ
の
様
子
も
、
本
年
か
ら
箪
台
奉
仕
者

座
船
、
お
供
す
る
供
奉
船
そ
の
数
約
四0

ー
土
曜
日
で
あ
り
神
湊
の
波
止
場
、
頓
宮
ー
に
黄
色
の
雑
色
を
着
装
さ
せ
た
た
め
、
遠

0
隻
の
大
船
団
は
、
幾
筋
も
の
航
跡
を
残
一
に
は
既
に
多
く
の
拝
観
者
が
殺
到
、
午
前
―
く
か
ら
で
も
す
ぐ
に
御
座
船
が
ど
れ
か
確

し
な
が
ら
進
ん
だ
。
一
九
時
過
ぎ
に
は
車
は
港
に
近
づ
け
な
い
状
＿
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 大島港を出港し、地ノ島方面へ向かう船団（頓宮より）
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午
前
十
時
四0
分
予
定
よ
り
若
干
遅
れ
て
、
一

■
辺
津
宮
御
座
船
健
栄
丸

沖
・
中
両
宮
の
御
座
船
は
神
湊
港
に
無
事
一
（
宗
像
漁
協
所
属
三
苫
健
二
）

到
着
。
み
あ
れ
祭
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
一

■
花
火
船
第
一

1一
淘
漁
丸

み
あ
れ
祭
奉
仕
船
（
敬
称
略
）
一
（
宗
像
漁
協
所
属
沖
西
一
宏
）

■
沖
津
宮
御
座
船
第
十
六
蛭
子
丸
一
■
報
道
船
み
た
け

（
鐘
崎
漁
協
所
属
川
合
巨
哲
）
一
（
宗
像
漁
協
大
島
支
所
船
）

■
中
津
宮
御
座
船
第
七
春
日
丸
一

（
宗
像
漁
協
所
属
中
村
孝
―
―
)
-一
年
振
り
に
お
揃
い
に
な
ら
れ
た
宗
像 一

三
女
神
の
神
輿
三
碁
は
、
玄

一
海
魚
市
場
で
お
祓
い
の
後
、

一
若
い
男
衆
に
担
が
れ
神
湊
の

高
台
に
あ
る
「
頓
宮
」
（
御

一
旅
所
）
ま
で
陸
上
神
幸
。
頓

一
宮
祭
を
斎
行
し
、
御
座
船
奉

一
仕
者
に
は
感
謝
状
と
記
念
品

ー
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ー
そ
の
後
一
―
一
宮
の
御
神
璽
を

一
乗
せ
た
三
台
の
御
座
車
は
、

一
宗
像
交
通
安
全
協
会
広
報
車
、

ー
消
防
自
動
車
に
先
導
さ
れ
、

一
辺
津
宮
ま
で
陸
上
神
幸
、
正

一
午
前
無
事
に
辺
津
宮
に
到
着

ー
し
た
。

P

一
到
着
後
、
三
宮
の
御
神
璽
は
辺
津
宮
—

一
本
殿
内
陣
の
三
座
に
そ
れ
ぞ
れ
奉
安
。
一

ー
こ
こ
か
ら
秋
季
大
祭
が
始
ま
り
、
一
日
ー

一
祭
（
入
御
祭
）
で
は
保
存
会
々
員
の
奉
一

一
仕
で
主
碁
地
方
風
俗
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。
｛

一
陸
上
神
幸
奉
仕
車

一■
御
座
車

一
（
株
）
新
出
光

ー
西
久
大
運
輸
倉
庫
（
株
）

一
宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

-
【
み
な
と
タ
ク
シ
ー
（
株
）
】
一

一■
先
導
車

一
宗
像
観
光
協
会【

国
民
宿
舎
び
び
き
】
一

ー
宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会

一
宗
像
市
潤
防
団
第
十
一
分
団
一

■
供
奉
車

宗
像
市
潤
防
団
第
十
二
分
団

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

【
魚
屋
】
【
海
宴
】
【
玄
海
旅
館
】

【
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
】

【
神
洟
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
】

■
主
碁
地
方
風
俗
舞
奉
仕
者
（
敬
称
略
）

〈
舞
方
〉吉

武
倫
彦

清
水
陽
介

〈
歌
方
〉石

津
典
秀

吉
田
敏
幸

永
島
卓
爾

十
月
二
日

中
野
修

岩
佐
洋
一

中
野
正
捷

深
田
龍
介

-
『
流
鏑
馬
神
事
』

ー
南
北
朝
時
代
か
ら
の
歴
史
を
も
つ
流

一
鏑
馬
神
事
が
、
二
日
朝
午
前
八
時
よ
り

一
宮
木
貞
彦
氏
ら
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
。

一
射
手
が
烏
帽
子
と
直
垂
姿
に
威
儀
を

一
正
し
、
本
殿
で
の
命
名
式
の
後
、
神
馬

ー
は
お
祓
い
を
受
け
、
神
門
前
に
設
け
ら

ー
れ
た
馬
場
道
を
一
二
頭
が
疾
走
。
地
上
七

ー
メ
ー
ト
ル
の
的
に
向
け
て
、
次
々
と
矢

ー
を
射
る
と
拝
観
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

—
起
こ
っ
て
い
た
。

ー
そ
の
年
の
豊
作
を
占
う
と
共
に
、
矢

ー
は
災
難
消
除
の
お
守
り
に
な
る
と
言
わ

ー
れ
て
い
る
。

一
射
手
奉
仕
者
（
敬
称
略

一
宮
＊
光
広
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木
稲
修
一

木
稲
貴
史

『
浦
安
舞
』

二
日
祭
で
は
地
元
玄
海
中
学
一
一
年
生
一

の
女
生
徒
四
名
に
よ
る
奉
仕
で
、
浦
安
一

舞
が
奉
納
さ
れ
た
。

緊
張
し
た
面
持
ち
で
十
二
単
を
着
装
し
、
一

檜
扇
と
鈴
を
手
に
舞
う
姿
は
、
拝
殿
に
一

詰
め
か
け
た
多
く
の
参
拝
者
を
魅
了
し
た
。
一

浦
安
舞
奉
仕
者
（
敬
称
略
）
一

北
原
し
お
り
（
玄
海
中
学
校
二
年
）

嶺
沙
知
江
（
）

山
口
し
お
り
（
）

吉
武
舞
（
）

管忠
や弘三一
鼓氏日公-f→
の門祭羽
嗚下で 月
りーは舞一
物 福ー一
に社岡 —• 

合中市 日
ゎのの
せ奉喜
--,仕多
翁足流
舞り＾
―‘梅

ァ，—-―- 一-こ--1 が能津
---------------------------------------------------------------------------------

" 
" " 

神
前
に
奉
納
さ
れ
た
。
こ
の
舞
は
古
く
か
一

ら
延
命
招
福
の
御
利
益
が
有
名
で
、
一
目
一

見
よ
う
と
詰
め
か
け
た
多
く
の
参
拝
者
は
、
｛

風
雅
な
舞
に
し
ば
し
見
入
っ
て
い
た
。
一

か
く
し
て
、
み
あ
れ
祭
で
幕
を
明
け
ー

た
三
日
に
亘
る
秋
季
大
祭
は
、
高
宮
神
一

奈
備
祭
で
締
め
括
ら
れ
た
。
本
年
は
土
・
一

日
・
月
曜
日
と
な
り
、
昨
年
に
も
増
し
一

て
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
一

県
外
を
は
じ
め
全
国
か
ら
多
く
参
拝
者
一

が
押
し
寄
せ
る
正
月
と
は
違
い
、
こ
の
一

神
事
は
宗
像
地
域
住
民
の
ま
つ
り
で
あ
る
。
一

大
祭
期
間
中
、
多
く
の
存
じ
上
げ
た
方
々
一

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
声
も
一

掛
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
思
い
を
一
層
ー

強
く
し
た
。

み
あ
れ
祭
（
御
生
れ
祭
）
も
、
本
来
一

.

.
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—
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ミ
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 は
年
に
一
度
の
地
域
在
住
の
氏
子
の
皆
一

様
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
祭
り
な
の
で
あ
る
。
一

—— 

一
_ 
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十
月
十
六
日
の
オ
ー
プ
ン
を
間
近
か
に
ー
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
、
当
大
社
神
宝
館
か
ら
出
一

控
え
た
九
州
国
立
博
物
館
に
、
六
日
文
化
一
陳
す
る
―
ニ
ニ
点
の
神
宝
の
展
示
状
況
を
一

財
管
理
事
務
局
長
を
務
め
る
禰
宜
、
広
報
一
視
察
し
た
。

担
当
の
神
職
、
学
芸
員
の
三
名
が
出
向
、
ー
一
行
は
ま
ず
、
九
博
の
三
輪
嘉
六
館
長
一

先
の
沖
ノ
島
を
撮
影
し
た
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
＿
と
面
談
。
今
回
の
全
面
的
な
展
示
協
力
の
一

御
礼
を
受
け
る
一

と
と
も
に
、
今
一

後
の
相
互
協
カ
一

を
話
合
っ
た
。
一

話
姻
は
三
輪
一

館
長
の
二
度
に
一

渉
る
沖
ノ
島
渡
一

島
時
の
話
に
華
一

が
咲
き
、
「
船
一

酔
い
を
し
て
か
一

ら
し
ば
ら
く
参
一

拝
し
て
い
な
い
が
、
一

体
力
が
続
く
う
一

ち
に
も
う
一
度
一

是
非
渡
島
参
拝
一

し
た
い
」
と
の
一

こ
と
で
あ
っ
た
。
一

そ
の
後
、
赤
一

司
展
示
課
長
の
一

案
内
で
、
四
階
一

の
常
設
展
示
一

『
海
の
道
、
ア
ジ
一

九
州
国
立
博
物
館
開
館

s

一
般
公
開
に
先
立
ち
展
示
状
況
を
視
察
＼ ア

の
路
』
を
視
察
。
当
大
社
の
神
宝
は
沖
一

ノ
島
の
大
き
な
写
真
パ
ネ
ル
を
背
景
に
展
~

示
、
あ
え
て
写
真
を
モ
ノ
ク
ロ
に
す
る
こ
一

と
で
古
代
の
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
る
と
一

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

N
H
K

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
以
下
1
1
-

N
A
P
)
制
作
の
沖
ノ
島
の
映
像
は
、
七
一

分
一
0
秒
と
放
映
時
間
は
短
い
が
、
走
査
一

線
四
0
0
0
本
、
三
0
0
イ
ン
チ
の
大
画
ー

面
は
大
迫
力
、
ま
さ
に
沖
ノ
島
に
渡
島
し
一

た
様
で
あ
る
（
沖
ノ
島
に
渡
島
し
た
者
が
一

言
う
の
で
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
）
。
特
ー

に
島
に
渡
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
女
性
に
、
—

島
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
の
一

事
(
N
A
P関
係
者
）
。
こ
の
映
像
を
完
一

成
さ
せ
る
の
に
、
波
止
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ー

ト
を
消
す
な
ど
の
技
術
力
も
さ
る
こ
と
な
一

が
ら
、
ン
千
万
の
制
作
毀
が
か
か
っ
た
そ
ー

, 

う
で
あ
る
。

金
指
輪
、
龍
頭
、
銅
鏡
な
ど
の
代

表
的
な
神
宝
も
、
島
の
映
像
に
続
い

て
放
映
さ
れ
、
肉
眼
で
は
見
え
な
い

細
部
の
形
·
色
（
金
銅
製
品
に
は

朱
色
が
塗
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
）

や
、
手
作
り
で
あ
る
が
故
の
左
右
非

対
称
な
形
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

写
真
で
も
お
分
か
り
の
通
り
、
館

内
の
装
飾
、
展
示
も
ほ
ぼ
終
わ
り
最

後
の
仕
上
げ
と
い
っ
た
状
況
で
、
学

芸
員
を
は
じ
め
関
係
者
は
黙
々
と
作

業
を
続
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

無
事
オ
ー
プ
ン
し
多
く
の
来
館
者
で

賑
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
沖

ノ
島
の
映
像
は
必
見
で
す
。

— 

常設展示コーナー
, . ' .  -

----------------------------------------------------------------
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、

198 

福
岡
県
民
の
念
願
で
あ
っ
た
九
州
国
立
博
物
館
（
以
下
1
1
-

九
博
）
が
十
月
十
五
日
に
開
館
し
た
。
『
美
の
国
日
本
』
と
一

し
て
開
館
記
念
特
別
展
で
は
「
九
州
初
公
開
の
正
倉
院
宝
物
・
一

韓
国
・
中
国
の
名
品
・
歴
史
に
彩
ら
れ
た
国
宝
級
の
美
が
こ
こ
一

に
集
結
す
る
」
と
ポ
ス
タ
ー
に
あ
る
。
き
っ
と
見
学
は
「
驚
一

き
と
感
動
の
一
日
と
な
ろ
う
」
と
期
待
し
て
い
る
。
一

当
然
の
こ
と
な
が
ら
海
の
正
倉
院
沖
の
島
の
国
宝
も
展
示
一

さ
れ
る
し
、
地
下
の
正
倉
院
•
宮
地
嶽
大
塚
古
墳
出
土
の
国
一

宝
も
展
示
さ
れ
る
。
特
に
宮
地
嶽
の
出
土
品
は
、
東
京
国
立
一

博
物
館
に
あ
り
、
初
め
て
目
に
す
る
人
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
一

九
博
を
記
念
し
て
、
福
岡
県
で
は
資
料
館
、
博
物
館
、
文
一

化
団
体
で
企
画
展
や
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
記
念
行
事
を
行
一

う
。
題
し
て
「
ふ
く
お
か
歴
史
”
彩
“
発
見
」
で
あ
る
。
一

宗
像
大
社
神
宝
館
で
は
「
刀
剣
展
」
二
階
で
は
「
沖
ノ
島
出
一

土
展
」
が
あ
る
。
宗
像
市
は
十
一
月
六
日
「
田
野
瀬
戸
古
一

墳
」
の
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
福
一

津
市
は
同
月
六
日
に
津
屋
崎
の
宮
地
嶽
大
塚
古
墳
の
横
穴
式
一

石
室
が
公
開
さ
れ
る
。
日
本
で
二
番
目
の
石
室
の
長
さ
と
巨
一

岩
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
同
月
十
二
日
に
は
新
原
・
奴
山
古
墳
一

群
ウ
ォ
ー
ク
も
行
わ
れ
る
。

古
賀
市
で
は
、
古
賀
市
立
歴
史
資
料
館
で
、
永
浦
古
墳
と
一

か
っ

楠
浦
・
中
里
古
墳
の
出
土
物
を
公
開
す
る
。
題
し
て
「
甲
ー

か
ぶ
っ
ち
の
た
ち
は

胄
に
身
を
固
め
、
頭
椎
大
刀
を
倶
い
た
人
た
ち
」
を
十
月
一

十
五
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
行
う
。
永
浦
古
墳
四
号
墳
一

は
甲
胄
と
大
量
の
鉄
製
武
器
、
エ
具
等
二
百
数
十
点
を
す
ベ
―

い
し
い

た
だ
し

9つ9-----•---·ニコー9

頭椎大刀を偏いた人たち
2005年10月 15日～ 11 月 15 日
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て
展
示
す
る
。
副
葬
さ
れ
た
そ
れ
ら
は
、
一

地
方
の
首
長
ク
ラ
ス
の
所
有
物
を
示
し
一

て
い
る
と
共
に
そ
の
規
模
、
他
地
域
と
一

の
結
び
つ
き
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

尚
、
九
月
中
旬
に
四
号
墳
の
遺
物
は
一
ー

括
、
福
岡
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
た
。
一

一
方
、
古
賀
市
青
柳
の
楠
浦
・
中
里
一

古
墳
群
は
工
場
団
地
造
成
に
伴
う
工
事
一

で
調
査
さ
れ
た
も
の
で
、
一
帯
は
弥
生
一

時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
遺
跡
が
あ
る
。
一

そ
の
古
墳
のA
一
号
墳
は
横
穴
式
石
室
一

を
有
す
る
円
墳
だ
が
墳
丘
や
蓋
石
、
側
石
一

が
ほ
と
ん
ど
失
な
わ
れ
て
い
た
が
、
盗
掘
一

者
の
目
か
ら
逃
れ
て
、
飾
り
外
装
大
刀
三
一

振
り
が
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
一
振
り
が
一

頭
椎
大
刀
と
呼
ば
れ
る
大
刀
で
、
惜
し
い
一

か
な
頭
椎
の
部
分
は
欠
損
し
て
い
る
が
束
一

部
が
婉
曲
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
頭
椎
大

刀
と
推
定
し
た
も
の
で
、
束
部
に
は
細
か

な
列
点
に
よ
り
花
弁
風
紋
と
円
紋
が
刻
さ

れ
て
い
る
。
頭
椎
大
刀
は
全
国
で
一
0
0

本
ほ
ど
出
土
し
、
東
日
本
に
多
く
発
見
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
復
元
す
る
と
ニ
・

四
メ
ー
ト
ル
の
特
大
の
も
の
が
宮
地
嶽
大

塚
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
と
、
普
通

大
き
さ
の
も
の
が
一
本
、
計
一
一
本
。
同
じ

く
福
津
市
の
勝
浦
水
押
古
墳
も
一
本
発
掘

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
A
六
号
墳
出
士
の
金
鋼
製
鐸
な

ど
の
刀
装
具
か
ら
頭
椎
大
刀
の
存
在
も

考
え
れ
て
い
ま
す
。
頭
椎
大
刀
を
持
っ

た
人
達
は
、
国
内
で
ど
の
よ
う
な
地
位

の
人
達
か
、
勢
力
に
属
し
た
の
か
、
興

味
が
尽
き
な
い
。
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に
耐
え
花
咲
か
せ
ゐ
る
百
日
紅
鮮
や
か
な
れ
ど
雰
れ
易
し
も

（
評
）
散
っ
て
は
咲
き
咲
い
て
は
散
り
す
る
百
日
紅
の
最
後
の
花
か
、
花
に
対
す
る
借
別
の
情

が
、
一
首
全
体
の
節
調
の
な
か
か
ら
見
え
る
。

花
を
賞
で
吹
く
風
を
詠
む
わ
が
日
々
の
続
け
と
願
ふ
七
十
七
賀
に

（
評
）
喜
寿
を
迎
え
た
作
者
の
覚
悟
だ
が
、
何
か
頼
り
な
い
心
情
を
表
し
て
い
る
。
七
十
七
歳

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

宗
像
市
池
田

落
葉
ふ
み
み
社
め
ざ
す
山
道
に
か
す
か
に
響
く
潮
騒
の
音

（
評
）
木
原
作
品
の
静
に
対
し
動
と
も
言
え
る
一
首
、
木
原
さ
ん
よ
り
若
い
の
だ
ろ
う
、
そ
の

若
さ
が
生
ん
だ
歌

福
岡
市
南
区

宗
像
市

夏
も
過
ぎ
人
影
の
な
き
渚
ま
で
宮
地
の
宮
の
雅
楽
聞
え
く

（
評
）
喧
暁
の
夏
の
過
ぎ
た
浜
で
聞
い
た
雅
楽
、
物
静
か
な
人
柄
ま
で
見
え
る
一
首
で
、
移
ろ

い
易
い
季
節
を
私
達
に
語
り
か
け
て
呉
れ
る
。

井

宗
像
市
朝
野

宗
像
市
日
の
里

森
龍
子

井
田
有
久
衣

木
原

ふ
さ
子

藤
井
浩
子

翔
ぶ
蝶
を
小
鳥
が
捜
び
て
ゆ
き
た
り
き
一
瞬
な
れ
ど
寂
し
く
も
あ
る
か

（
評
）
弱
肉
強
食
の
こ
の
世
で
あ
る
。
承
知
は
し
て
い
て
も
、
犠
牲
に
な
っ
た
の
が
蝶
ゆ
え
に

作
者
の
悲
し
み
は
深
い
。

押
入
れ
に
筑
前
琵
琶
と
バ
イ
オ
リ
ン
わ
が
生
れ
し
家
い
ま
巽
国
め
く

宗
像
市
大
島
杉
田
纏
子

朝
明
け
の
境
内
す
が
し
き
需
目
を
避
け
て
末
社
を
拝
み
ゆ
く
な
り

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

山
門
を
く
ぐ
り
て
涼
し
き
藤
寺
に
心
ゆ
く
ま
で
大
念
珠
繰
る

（
評
）
杉
田
さ
ん
は
宗
像
大
社
、
大
和
さ
ん
は
二
日
市
の
武
蔵
寺
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
厚

い
信
仰
心
が
見
え
叙
し
方
に
滞
り
が
な
い
。

大

石
松
弘
次

第
五
一
＿
二
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

選
者
詠

う
き
は
市

向

福
津
市

自

宗
像
市

阻予

藤
井
浩
子 照

子

宗
像
市
日
の
里

石
松
弘
次

は
ま
だ
ま
だ
若
い
、
こ
れ
か
ら
も
花
を
風
を
友
と
し
て
作
歌
し
て
下
さ
い
。

終
戦
後
こ
飯
代
り
の
さ
つ
ま
芋
に
感
謝
の
記
事
あ
り
ほ
の
ぼ
の
と
読
む

（
評
）
米
作
を
止
め
て
さ
つ
ま
芋
を
作
っ
た
ら
食
粗
不
足
は
解
消
出
来
る
と
虹
面
目
に
諭
じ

た
事
も
あ
っ
た
戦
後
。
そ
ん
な
時
代
を
知
る
森
さ
ん
な
ら
で
の
感
慨
で
あ
る
。

リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
し
吾
子
よ
こ
の
刻
を
見
守
り
お
ら
む
寧
楽
の
望
月

福
津
市
光
陽
台
香
月

十
五
夜
の
光
の
中
に
人
知
れ
ず
我
の
心
は
氷
り
は
じ
め
ぬ

（
評
）
石
松
作
品
、
「
励
み
し
」
の
過
去
と
「
こ
の
刻
」
の
現
在
が
、
つ
な
が
ら
な
い
の
で

結
句
の
「
寧
楽
の
望
月
」
が
一
首
の
な
か
で
浮
い
て
し
ま
っ
た
。
上
句
を
「
リ
ハ
ピ
リ
に
励

め
る
吾
子
の
こ
の
刻
を
」
と
す
る
と
、
寧
楽
の
組
月
が
生
き
て
く
る
の
だ
が
。

香
月
作
品
、
結
句
の
「
氷
り
は
は
じ
め
ぬ
」
が
唐
突
で
判
り
難
い
。
具
体
が
欲
し
い
処
゜

共
に
中
秋
の
名
月
を
詠
っ
て
心
ひ
か
れ
る
が
惜
し
い
。

朝

豆
柴
の
仔
犬
飼
び
て
よ
り
夫
と
の
会
話
ふ
え
ゆ
き
一
日
短
か
し

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

列
車
待
つ
ホ
ー
ム
を
ぬ
け
る
浜
の
風
今
朝
は
涼
し
と
思
び
立
ち
を
り

在
佐
々
木
和
彦

あ
し
び
き
の
山
も
眠
り
に
入
る
頃
に
大
名
行
列
人
里
に
着
く

福
津
市
中
央
中
村
勇

吸
殻
の
少
な
く
な
り
し
を
良
し
と
し
て
灰
皿
片
付
く
子
ら
が
帰
り
て

浮
羽
町
則
正

亡
き
母
が
夢
に
現
れ
食
め
と
い
ふ
魚
新
し
き
琉
球
漬
を

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

平
成
維
新
命
か
け
て
も
ら
わ
ね
ば
吾
の
一
票
未
来
勁
か
す

必
なtt`— 

カ
ー
テ
ン
を
び
ら
け
ば
茂
み
に
飛
ぶ
雀
な
ん
だ
君
等
か
遊
べ
ば
い
い
の
に

庭
師
入
り
茂
み
繁
り
の
な
く
な
り
し
庭
を
ゆ
る
ゆ
る
総
絆
歩
む

吾
が
前
に
受
け
し
薬
は
何
な
ら
ん
慈
姑
頭
の
少
年
力
士

宗
像
市
田
野

森
甲
子

宗
像
市
東
郷
田
中

み
な
し
栗
集
め
て
流
る
野
辺
の
水

宗
像
市
光
岡
白
土

森
林
や
バ
ス
の
中
よ
り
楽
し
ま
ん

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

観
月
の
た
め
の
庭
下
駄
揃
へ
け
り

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

ふ
ら
こ
こ
や
数
を
か
ぞ
え
て
順
を
待
っ

三
浦
美
千
代

新
月
の
輝
き
ま
し
ぬ
深
む
秋田

中

葛
咲
く
や
秘
湯
一
戸
の
道
標木

原

秋
め
く
や
里
山
伐
ら
れ
団
地
増
ゆ

編
L
後
国
鐸
”

し
た
。
事
前
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
と
は
い

え
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
多
く
の
方
々

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
宮
祭

場
は
高
台
に
あ
り
ま
す
が
、
御
高
齢
の
方
も

多
く
、
皆
様
の
関
心
の
高
さ
に
も
驚
き
ま
し

た
▼
祭
典
も
想
像
を
絶
す
る
素
晴
ら
し
さ

で
、
プ
レ
ス
関
係
者
の
応
対
を
し
て
い
た
小

生
も
、
一
参
列
者
と
な
っ
て
思
わ
ず
見
入
っ

て
し
ま
し
た
▼
約
六0名
の
職
員
で
運
営

さ
れ
る
当
大
社
、
各
部
署
ご
と
に
動
い
て
い

ま
す
が
、
我
々
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
と
考

え
る
と
、
今
回
の
高
宮
神
奈
備
祭
な
ど
、
参

拝
者
に
躊
慟
を
』
辰
迄
事
を
す
る
。
こ
れ
が

神
威
の
発
撮
、
神
道
教
化
に
繋
か
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
▼
恐
ら
く

今
回
参
列
さ
れ
た
方
は
来
年
も
ま
た
参
列

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ほ
ど
広
く
な

い
高
宮
祭
場
に
、
ど
う
や
っ
て
押
し
寄
せ
た

参
拝
者
を
受
け
入
れ
る
か
、
嬉
し
い
課
題
が

残
り
ま
し
た
。
（
M
．

0
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
六
）房

子
雨
葉

凌 憲
象
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